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ナス青枯病について
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大豆

　今年の大豆作は、6月25日以降の長雨により播種作業ができず、
本格的な播種は8月上旬からとなりました。8月は高温・少雨傾向と
なり、8月播種のほ場では十分な生育量が確保できないまま開花期
を迎えましたが、9月が適度な降雨と気温で推移したため、生育量
が回復している状況にあります。

　大豆は11月に入ると成熟期を迎え、収穫が始まります。高品質な
大豆生産に向けて、収穫作業のポイントを確認しましょう。

■収穫時期
　大豆は成熟に伴って落葉し、莢は緑色から褐色に変化し、水分が
減少していきます。
　収穫適期の大豆は、次のような状態になります。
1.葉が完全に落葉する。
2.莢を振るとカラカラと音がする。
3.茎がやや黒みを帯び、手で簡単にポキッと折れる。
4.子実を噛むと歯型がつく（子実含水率15％前後）。

　収穫が早すぎると、茎や莢の水分が多く汚損粒が発生したり、子
実水分が高く損傷粒が発生します。逆に収穫が遅すぎると、裂莢に
よる減収、降雨による「かび」の発生、「しわ粒」等が増え、品質の

低下につながります。大豆ほ場の見回りを行い、適期収穫が行える
よう心がけましょう。

■汚損粒の発生防止
　土の噛み込み・雑草等が、汚損粒の大きな発生要因となります。
土壌が乾いていないと、泥の付着により汚損粒発生につながりま
す。また、主茎長が短い場合、最下着莢節位も低くなるため、土の乾
き具合や刈り取りの高さにも気を付けましょう。
　オオイヌタデ・アメリカセンダングサなどの大型雑草、帰化雑草の
ホオズキ類（ヒロハフウリンホオズキ）も、汚損粒の原因となりま
す。収穫が始まる11月までに、雑草の抜き取り作業を行うとともに、
青立ち株の除去も併せて行いましょう。
　また、大豆の収穫作業
は、晴天の日は午前10時
から午後4時頃まで、曇天
の日は午前11時から午後
３時頃までとしましょう。

　令和２年度は、ナスの青枯病に悩まされる生産者が多く見られま
した。青枯病にかかると、一部の葉が水分を失って、青いまましおれ
ます。２～３日間、日中はしおれ、夜間や曇雨天の日には回復します
が、その後回復しなくなり、最後には枯死します。
　青枯病の原因は「青枯病菌」という細菌です。この細菌が土中や発
病した植物体の中にあり、根の傷口や人の管理作業で伝染します。

■青枯病を発生させないための対策
輪作
前年度、ナス科の作物（ナス・ジャガイモ・トマトなど）を育てたほ
場では栽培しない。
土壌消毒
前年度、青枯病が発生したほ場で栽培する場合には、夏期に太陽
熱消毒や土壌くん蒸剤による土壌消毒を行う。
台木の選定
「台太郎」などの青枯病抵抗性台木に接木した苗を使用する。
排水対策
もとは水田の畑など、水はけの悪い場所で発生しやすい。明渠や
暗渠の設置、硬盤層を壊すなど、ほ場の排水を良くする。

■青枯病が発生した場合の対策
ハサミの消毒
青枯病は収穫用のハサミで伝染しやすい。一株ごとにケミクロン
Ｇの500倍液に浸け、ハサミの刃を消毒する。
発病株の抜き取り
発病株はすぐに根から抜き取りを行い、周囲の株に広がらないよ
うにする。

「スナック？」「スナップ？」と迷いがちな名前の付いたスナップエンドウ。正式名称は「スナップ」の方で、莢を摘み
取るときに「プチッ」と小さな音がすることからその名が付いたそうです。種苗メーカーによっては、商品名として「ス
ナック」という名称を使っています。家庭菜園では、何本か植えておくと重宝し、サヤエンドウやグリーンピースも同様
の方法で栽培できます。

・マメ科の野菜を一度作った畑では3～4年間は豆類の栽培を休みます（連作障害対策）。
・マメ科の植物は根に根粒菌が共生しているので、肥料が多過ぎると徒長してしまいます。
・春にアブラムシがつきやすいので、シルバーまたは銀線入りのマルチフィルムを用います。
・播き時が早過ぎると苗が大きくなりすぎて、寒害を受けやすくなるので注意します。
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植付けの2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡、苦土石灰200㌘/㎡をまき、深さ30㌢位までよく耕します。植付けの1週間前
には化成肥料（8-8-8）50㌘/㎡を施し、よく耕しておきます。
畝幅100㌢、畝高10㌢ほどの畝を作り、シルバーマルチを張ります。
（シルバーマルチはアブラムシ防除と雑草防止のため）
種は2条に点播きします。播き幅60㌢×株間30㌢に深さ2㌢ほどの穴を掘り、種を１カ所に4～5粒ずつ播きます。種の大
きさの3倍ほどの土をかぶせ、軽く手のひらで押さえます。
鳥除け及び虫除け、乾燥防止などのため、不織布で畝を覆いその上からたっぷりと水をかけます。
種まきから3週間ほどして、本葉が3～4枚になったら、１カ所あたり2本にします。生育の良くないもの、病気の疑いがあ
るものなどを間引きます。
防虫ネットをトンネル掛けし、不織布や寒冷紗で風上を覆います。
追肥は、春先、寒さが緩んで苗の成長が盛んになってきたら、化成肥料（8-8-8）30㌘/㎡をマルチの上からバラ撒きます。
蔓の先端が防虫ネットのトンネルにつかえるようになったら、トンネルを外し、支柱を立てます。支柱は垂直で良いです
が、風当たりが強いところでは合掌式が良いでしょう。
支柱を立て終わったら、マス目8～10㌢位のネットを張ります。巻きひげが絡みやすいように、上下・左右ピーンとゆるま
ないように張ります。
開花後2週間ほど経って、中のマメが大きくなり莢が十分ふくらんだら収穫です。手で引っ張ると「プチッ」と音がして簡
単に収穫できます。
・サヤエンドウを栽培する場合は、マメの粒があまり大きくならないうちに収穫します。
・グリーンピースを栽培する場合は、莢がふくらんで、表面に筋が入り黄色っぽくなったら収穫適期です。
【ナモグリバエ】葉に潜り込み葉肉を食害します。成虫はアブラムシ同様キラキラ光るものを嫌うので、シルバーマルチを
したり反射テープを張ったりすると良いでしょう。
【うどんこ病】うどんこ病の発生をできるだけ抑えるためには、蔓が混んできたら整枝して風通しを良くし、高温乾燥時に
は草勢を維持するため水を切らさないようにすると良いでしょう。
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